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文字起こし協力・藤田妙子／文責・岩垂 弘 

 

基金賞（大賞) 森井
も り い

 轍
てつ

さん 

西日本新聞社社会部員 

沖縄問題は本土も当事者 

 今年の1月から沖 

縄復帰 50 年の企画

を始め、『島とヤマ

トと』という連載を

中心に、沖縄と本土

の距離感に焦点を当

てながら基地問題の

あり方、報道のあり

方を描いた。 

 我々の地元の福岡でも、福岡空港は 50

年前まで米軍基地として使用されてい

て、米軍機の墜落事故などが起きていた。

なのに、基地がなくなってからは、基地

による痛みをほとんど考えずに過ごして

きたのではないか、沖縄を報じる私たち

もその視点を持たずにきたのではないか

と考えさせられた。「50 年」を機にそう

いうことを書かなければならないのでは

ないかと考えた。 

 私たちは、沖縄と本土の間にある壁や

溝を描いた。それを書くことで、本土の

読者に沖縄の問題は自分たちの問題であ

ると考えるきっかけになるような報道を

目指した。 

 取材の中で、「沖縄と本土の距離は 50

年かけて縮まったけれども溝は深まっ

た」とか「沖縄を取材するなら現場は本

土にある」と言われた。そして沖縄の人

からも本土の人からも、「沖縄を観光地

として消費するだけで終わらせて欲しく

ない」と言われた。カレンダージャーナ

リズムのネタとして沖縄を消費するだけ

で終わらせることなく、来年以降も沖縄

問題は本土も当事者であるという意識を

持ちながら報道を続けたい。今回の受賞

は大きな励みとなる。 

基金賞（大賞） 前島文彦
まえじまふみひこ

さん 
山梨日日新聞社報道部長 

沖縄問題は他人ごとでなく 
わがこと 

西日本新聞の『島と 

ヤマトと』と当社の

『Fuji と沖縄 本土復

帰 50 年』の２点が、

大賞に選ばれたことを

たいへん嬉しく思う。 

私たちの企画では、

全国調達庁職員労働組

合という調達庁の労組が 1945 年から

1952 年にかけての米軍占領期にどんな

事件・事故、被害があったのかをまとめ

た資料があって、これを取材の出発点と

した。 

これを閲覧して、驚いた。1300 件の

事件・事故について非常に克明に描かれ

ていた。山梨県内は 28 件。私たちはそ

れをほとんど報じて来なかった。ＧＨＱ

のプレスコードがあったからだ。『Fuji

と沖縄』は、このベールに包まれた歴史

をなんとか伝えたいという思いで始め

た。取材は難航した。前述の労組の資料

を頼りに事件・事故の現場へ行くのだが、

家がない、更地になっている、誰に会う

こともできない。でも取材を進めた。 

米軍による事件や事故が相次ぎ、地域

で風紀が乱れ、富士山麓では核を搭載で

きるロケット砲の発射実験が行われるに

至って、「米兵は出ていけ」と基地反対

運動が巻き起こった。米軍が向かった先

が沖縄。沖縄の今の基地問題というのは

本土に根っこがある。これを伝えること

によって本土の人に当事者意識を喚起し

たいという思いがあった。 

日米地位協定の問題を含め日本の国

土に他国の軍隊がおり、一部国内法につ

いては適用を逃れる状況がある。そうし

た問題を他人ごとでなく、わがこととし

て考えるような記事を引き続き書いて
ゆきたい。 

奨励賞  奥秋
おくあき

 聡
さとる

さん 
ＮＨＫ第２制作センター文化ディレクター 

人びとの勇気が生んだ 
「久米島の戦争」 

 今回私が取材したの 

は、沖縄本島での組織

的戦争が終わった後、

米軍が離島の久米島に

上陸、日本軍とにらみ

合いをしている中で、

赤ちゃんを含めた島の

人たち 20 人が日本軍

に殺されたという事件。沖縄でもそれほ

ど知られている話ではありません。 

 ５年前にＮＨＫ沖縄放送局に赴任した

私は、事件の話を本で読んで取材したい

と思い久米島へ行ったが、当時のことを

誰も話してくれない。なぜか。一つは殺

された側に生々しい悔しい気持ちが残っ

ていたこともあったが、その一方で日本

軍に「あの人はアメリカのスパイ」と密

告したとされる人たちも同じ集落に住ん

でいたからだった。 

 ところが去年、久米島町史が初めてで

きた。町の博物館の職員が「いま証言を

集めないと事件がなかったことになって

しまう」と５、６年かけて生き残りの人

びとから証言を集めて 1 冊の本になっ

た。これがきっかけで番組ができた。 

私どもは、殺害の被害者の側だけでな

く、加害の側の日本兵のその後を追う取

材もした。遺族の一人は、泣きながら「お

父さんが何をしたか、私として知る義務

がある」と取材に応えてくれた。 

 悲しい歴史に向き合い、取材に応じて

くださった方々からたくさんの勇気をい

ただいてこの番組ができた。そのことへ

の感謝の気持ちをお伝えしたいと思う。 

奨励賞 加藤
か と う

 拓
たく

さん 
中日新聞社読者センター記者 

現代社会に残る特攻の 
メカニズム 

 ８部、36 回にわた 

り掲載してきたコラム

連載『ニュースを問う

「特攻のメカニズム」』

が栄誉ある賞をいただ

き感謝申し上げる。 

 立教大学大学院の修

士課程で特攻の研究し

ていた。生き残り特攻隊員の証言を集め

ていたので、新聞記者ならそうした証言

を集めやすいのではと記者の道に進ん

だ。仕事の傍ら研究を続け、13 年かけて

ようやく『陸軍航空特別攻撃隊各部隊総

覧』という資料集をまとめられたのが４

年前。社内報にそのことを書いたら、「ニ

ュースを問う」という長編コラム担当の

デスクの目に止まり、連載してみないか

という話になった。 

 連載では、特攻の負の側面が政界や企

業やスポーツ界の理不尽な組織の論

理につながっているのではないか、と書

いた。読者から多くの手紙やメールなど

が届く。 

 戦争の風化が叫ばれて久しい。連載を

続けるなかで、歴史は繰り返すという言

葉のとおり、末端の人間よりも組織の都

合ばかりを優先する特攻メカニズムが、

戦争のない現代においても社会の闇とし

て根強く残っているように感じている。

改めて今こそ特攻を見直し、検証する必

要があるのではないか。 

奨励賞 金
きむ

 聖
そん

雄
うん

さん 
映画『オレの記念日』監督 

本当がウソにされる現実に 
声を上げる 

金聖雄監督は『オ

レの記念日』の上映

が浜松市であったた

め、贈呈式には参列

できませんでした。

録音を担当した吉田

茂一さんが代理で出

要
旨 
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席し、金監督のメッセージを代読しまし

た。メッセージの要旨は次の通り。 

「冤罪犠牲者の取材を始め、いつの間

にか 13 年。４本の映画と２本のテレビ

ドキュメタリーを作ってきました。近ご

ろは『冤罪専門の監督？』と言われるこ

ともあります。 

動機は単純です。ウソが本当にされ

て、本当がウソにされる現実を前に、声

を上げないわけにはいかなかったからで

す。また、冤罪犠牲者たちは、不思議な

くらい揺るぎなく凛としていて、とても

魅力的でした。そんな人たちと出会って

しまったからには、撮影し、映画にしな

い理由が見当たりません。 

ニュースにチャンネルを合わせると

政治、戦争、ミサイル、殺人、自殺、環

境破壊、そしてサッカーワールドカップ。 

『ブラボー！』の裏側で行われてきたこ

とが、どれだけ報道されたでしょうか？

ジャーナリズムと言われる中にも、ウソ

が本当にされて本当がウソにされる現実

が潜んでいるように感じます。 

奨励賞をいただくにあたって、『平和

とは何か？ ジャーナリズムとは何か？』

と強く考えます。明確な答を持っている

わけではありませんが、これからも仲間

たちと一緒に、現場で出会う人に寄り添

い、時間をかけて見つめ、何が描けるか

を考え続けたい」 

奨励賞 篠原
しのはら

 光
ひかる

さん  
信濃毎日新聞社報道部記者 

一人称で読者と共に戦争を考える 

 栃木の出身です 

が、信毎に拾ってい

ただいて記者をやっ

ている。 

 今年の夏、終戦企

画の担当を担うこと

になった。去年もや

ったが、今年はロシ

アのウクライナ侵攻

は外せない、と思った。と同時に、記者

５年目とはいえ、この間、ぼくは世界各

地の戦争や紛争等を食い止める上でわず

かでも資するような報道をしてきたか？

という反省もあって、今年は徹底的に平

和とは何かをぼく自身が考える夏にした

いとの一心で、ペンをとった。 

私自身の一人称も交えながら書くこ

とで読者と共に考えるものを作れるので

はないかと、デスクと話し合った。 

 ウクライナの状況を受けて、沖縄・南

西諸島がキナ臭さを帯びているなと感じ

ていたから、まず石垣島へ行き、そこに

暮らす人から話を聞き、辺野古へも足を

運び、新基地反対をしている人たちの声

を聞いた。 

 長野に帰って元満蒙開拓移民に会っ

た。ぼくの中で、ロシアのウクライナ侵

攻と日本がかつて旧満州を侵略した行為

とが重なったからだ。また、ウクライナ

の状況を受けてエネルギーのあり方が議

論されていたから、福島の原発事故後、

長野県の飯綱町に避難している方の話を

聞いた。 

 時代の大きな物語の中でかき消される

人がいる。その隣で共に言葉を探し続け、

それを政治権力側に投げ返していくこと

がメディアに求められている。そのこと

を改めて強く自覚して働き続けたい。 

奨励賞 高橋
たかはし

信
のぶ

雄
お

さん 
元長崎新聞論説委員長 

反骨反戦の鈴木天眼を発掘 

 明治から大正にかけ 

長崎で『東洋日の出新

聞』が発行されていた。

その主筆が鈴木天眼

で、論説を書いていた。

これを発掘して読み解

いたのが、『鈴木天眼 

反骨反戦の大アジア主

義』です。他の受賞作

品に比べて毛色の変わった作品だが、名

誉ある賞を与えていただき、たいへん感

激している。 

 天眼は、すばらしい論説を書いていた

が、完全に埋もれていた。『東洋日の出

新聞』は 23 年間分が丸々地元の図書

館に保存されているのだが、昔の文章

でむずかしく、読む人がいなかったので

しょう。 

 ある時、日露戦争のころの新聞を調べ

るために『東洋日の出新聞』を読んだ。

ふと論説に目をやると、日露戦争で日本

中が戦勝気分で沸き立っているのに、論

説は軍国主義をきびしく非難し、国家主

義にも反対していた。地元警察の検閲と

か民衆への横暴を取り上げて、これを徹

底的に糾弾するキャンペーンも展開して

いた。 

「これはただ者ではない」と思った私

は、図書館へ３年近く毎日通い、天眼の

論説を調べ、そのエッセンスを本にした。 

 天眼は軍国主義、国家主義に反対する

ほか、膨張主義、侵略主義も戒めていた。

さらに、孫文とまったく同じ視点で平

等・互恵のアジア主義、人間を大切にす

る大アジア主義の論陣を張っていた。天

皇神格化政策も公然と批判した。 

 歴史がゆがんできた時に声を上げた鈴

木天眼の論説を皆さんにも読んでほし

い。今回の受賞により、天眼もようやく

歴史の中の片隅に名前をとどめることが

できた。 

奨励賞 松澤
まつざわ

常夫
つ ね お

さん 
日本労働者協同組合連合会常勤相談役 

労働者協同組合は一つの希望 

 労働者協同組合法 

ができたが、皆さん、

ほとんどご存知ない

と思うので、ちょっ

とだけ紹介させてい

ただく。岩波ブック

レットが『＜必要＞

から始める仕事おこ

し』を今年の２月に

出したが、私が書いた。 

 冒頭に、こう書いた。「働くというこ

とは、雇われて、命令されて仕事をする

ということなのか。自分を売り渡すので

はなく、主体者・主人公となり、力を合

わせて、人と地域のために働くことはで

きないのか。こんな当たり前で、労働と

は、人間とは、を根本から問う声に、国

会は真摯に向き合い、見事な回答を描い

てくれた。市民が主体者として、協同・

連帯して働く‘協同労働’と呼ばれる働

き方をする労働者協同組合（ワーカーズ

コープ）に法人格を与える労働者協同組

合法が全党・全会派一致で参院本会議で

2020 年 12 月４日成立した」 

 労働者協同組合を作った母体は「全日

自労」だった。全日本自由労働組合。失

業対策事業で働いていた日雇い労働者の

労組だ。失対事業を打ち切られた人たち

が自治体と交渉して「事業団」という受

け皿を作るから役所から仕事を出してく

れと主張、仕事を得た。そこから労働者

協同組合が始まった。 

全日自労に入って以来、労働者協同

組合とはどういうものか、その活動をず

っと新聞に書いてきた。今、労働者協同

組合法にのっとって、新しい組合を作ろ

うという運動が各地で起きている。ひと

つの希望がそこに見える。こうした人び

と一緒にがんばっていきたい。 

奨励賞 宮崎
みやざき

園子
そ の こ

さん 
フリーランス記者・元朝日新聞記者 

個人として反核を訴えた被爆者 

 昨年の春まで広島

で朝日新聞の記者を

していたが、その後

はフリーランスの記者

として、広島で活動

している。 

 朝日新聞という大

きな組織を離れて一

人で広島で書き続け

ようという判断をした時、多くの被爆者

から「もったいない。東京に行って活躍

してくれ」と言われたが、取材の中で出
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会った被爆者、岡田恵美子さんだけは「お

めでとう。これから一緒に頑張っていこ

う」と言ってくださった。 

彼女は被爆者団体に属さず個人とし

て核兵器廃絶を訴える人生を歩んでこられ

た。私の独立の日、岡田さんはお祝いを

してくだったが、その翌日に急逝した。

そこで、一人の被爆者として生き抜いた

彼女の足跡を１冊の本にして残したいと

思った。被爆者となり、苦難の人生を歩

み、無念のうちに死んでいった人がいる

のだということを具体的に細かく記した

いなと思った。 

 広島とは何か？をずっと考えてきたけ

れども、いま広島は瀬戸際であり、正念

場を迎えている。広島から国会に送りだ

している岸田総理大臣が、防衛費の増強

とか、敵基地攻撃能力とか、いろんな勇

ましい政策を展開して、憤りを感じる。 

私たち広島市民が送り出した政治家が

こんなことを言っている現状をどう受け止

め、何をすべきかを深く考えさせられる。 

 

沖縄問題を論じた企画に 
秀作が並ぶ 

第 28 回平和・協同ジャーナリスト基 

金賞の選考には太田直子（映像ディレク

ター）、鎌倉悦男（プロデューサー・ディ

レクター）、高原孝生（明治学院大学教授）、

鶴文乃（フリーライター）、前田哲男（軍

事ジャーナリスト）、本間健太郎（芸能ク

リエーター)、森田邦彦（翻訳家）の７氏

が当たりました。 

22 年度２月にロシアがウクライナに

侵攻したので、今年度は、ウクライナ戦

争に関する作品が多いのではと予想して

いましたが、意外にもそうしたことは起

きませんでした。その代わり、22 年が沖

縄の本土復帰 50 年に当たったため、「沖

縄」をテーマとした作品が多数寄せられ

ました。それも、大作、力作、労作が目

白押しで、審査委員もどれを入賞作に選

んだらよいか迷ったほどでした。 

その他、安保問題、原爆問題、難民問

題に関する作品が寄せられました。 

■基金賞＝大賞に選ばれたのは、西日本 

新聞社社会部取材班の『｢島とヤマトと｣な

ど、沖縄と本土の関係に焦点を当てた本土

復帰50年報道』と、山梨日日新聞取材班の

『Fujiと沖縄～本土復帰50年』でした。 

通例、基金賞＝大賞に選ぶのは１点だ

けなのですが、今年の選考委は、「甲乙

つけがたい」として２点を選びました。 

両作品に共通していたのは、沖縄問題

に対する両紙の取材の姿勢が、従来のメ

ディアと異なっていたということです。 

西日本新聞取材班は「議論を重ねてた

どりついた答えは『沖縄について無関心

だった』ということでした。沖縄問題は

『沖縄だけの問題』ではなく、『本土を

含めた全国民の問題』であるはず。私た

ちは当事者としての意識を持たずに沖縄

を報じてきたのではと考えさせられた」

と言い、山梨日日新聞取材班も「山梨県

内にも沖縄県の基地問題へとつながる過

去があり、まずは埋もれつつある地元の

歴史に光を当てることが、基地問題を

『自分ごと』として捉える一歩となると

考えた」と言います。 

こうした両紙の取材姿勢が、選考委で

は高く評価されました。 

■奨励賞には活字部門から５点、映像部 

門から２点、計７点が選ばれました。 

まず、活字部門ですが、中日新聞読者

センター・加藤拓記者の『ニュースを問

う「特攻のメカニズム」』は、戦時中の航

空特別攻撃隊の実態を徹底的に取材して

まとめた長期連載ですが、選考委では、

連載を通じて、「個人の生死よりも国家を

優先する戦時下の狂気と恐怖、さらにそ

の非人間的な組織の論理が、大企業にお

ける品質不正問題や過労死など、現代の

日本社会にも根深く流れている」と指摘

している点が評価されました。 

同じく奨励賞に選ばれた、篠原光・信

濃毎日新聞記者の『戦後 77 年 平和を

紡ぐ旅 26 歳記者がたどる』も斬新な企

画として、審査委員の注目を集めました。

26 歳という若い記者を、「戦争と平和」

の問題が先鋭化している地域（沖縄の石

垣島や辺野古など）に派遣して自由にル

ポを書かせるという企画で、その狙いを、

同社報道部デスクは「ウクライナ危機で、

いよいよ『戦後』と言えない時代になっ

た今年ならではの反戦企画をやれないか

と思った。もう一つの狙いは、若い記者

に戦争とは何か、戦争をなくすにはどう

すればいいのかを考えてもらうことだっ

た」と話していますが、そうした狙いが

見事に実った記事、と絶賛されました。 

やはり奨励賞となった高橋信雄・元長

崎新聞論説委員長の『鈴木天眼 反戦反

骨の大アジア主義』は、明治から大正に

かけて、長崎で「東洋日の出新聞」を発

行し続けた鈴木天眼の生涯を描いた作品

です。本書によれば、天眼は中国の孫文

と親交があり、日中が平等互恵の精神で

結ばれるべきとする大アジア主義を唱え

る紙面を精力的に展開しました。さらに、

彼は軍国主義に反対し、日本の満州進出

を非難し、韓国併合後の現地における日

本人の傲慢を憤ったといいます。選考委

では「嫌中憎韓の書籍がはんらんする今

日、天眼が唱えていた大アジア主義に耳

を傾けることも必要なのでは」との発言

がありました。 

労働者協同組合法が今年 10 月から施

行されました。労働者自身が出資、経営

参加し、働く事業体を協同組合として認

めようという法律です。日本の歴史に初

めて登場した新しい労働形態、新しい協

同組合の形態で、日本社会にとって画期

的な出来事でした。これには、日本労働

者協同組合（ワーカーズコープ）連合会

などによる 40 年余に及ぶ労協法制定運

動があり、その中で大きな役割を果たし

たのが、同連合会が発行する機関紙『日

本労協新聞』でした。 

その編集長を 30 年にわたって務めた

のが松澤常夫さんで、選考委は「労協法

への関心を高め、理解を深める上で、松

澤さんがおこなった紙面展開は大いに役

に立った」として、松澤さんに奨励賞を

贈ることになりました。 

奨励賞を受けたフリーランス記者・元

朝日新聞記者、宮崎園子さんの『「個」の

ひろしま 被爆者岡田恵美子の生涯』は、

昨年４月に亡くなった岡田さんの生き方

を紹介したノンフィクションです。岡田

さんは被爆者団体に属さず、１人の人間

として、多様多彩な方法で核兵器廃絶を

世界に訴え続けました。選考委では、「丹

念な取材と執筆で、ひたむきに生きた被

爆者の思いと活動が活写されている」と

されました。 

■映像部門で奨励賞となった２点は、ＮＨＫ

沖縄放送局・第２制作センター文化『ＥＴＶ

特集・久米島の戦争～なぜ住民は殺され

たのか～』と、Kimoon Fi lm 制作の『オ

レの記念日』（金聖雄監督作品)です。 

前者は、敗戦間際の沖縄・久米島で日

本兵が住民 20 人を殺害した事件を取り

上げたドキュメンタリーですが、選考委

では「当時の戦況、集団心理、差別感情

等を描くなど多角的な構成により、この

番組を観た人びとに強烈なインパクトを

与えた。戦争がいかに空しいものである

かを表現している優れた番組である」と

評されました。 

後者は、20 歳の時に冤罪で殺人犯にさ

れて無期懲役の判決を受け、29 年間刑務

所暮らしをした後に仮放免され、再審で

無罪判決を受けた男性の日常生活を追っ

たドキュメンタリー映画ですが、「長い獄

中生活に負けなかった強い意志力を持っ

た人間像を巧みに表現した力作と言える。

今日の日本の司法のあり方を考えさせる

作品でもある」とされました。 
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